
広域災害時の防災体制と

アマチュア無線

(1)比域防 災 と 私 と (/)かなわり

(2) 苓リ車力う巧咀力体缶リの考え

(3)‘l宵幸li!l阪 集、伝達適信糸l司犯既要

")伝逹戸己遁ィ霞言JII綽 報 告

(5)・エイポー）レ 会とアマ無繹伝達訓練

(6) 阪神、＿淡饂大震災発生、

一退国日の交信言己饂 す友斗,,,.,
~. 

FTZ-FM愛好会、各局で可

(7)馳暉 どア マチュア無線
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代表 ,JQ3NVK 1」9中幸雄



1旧1成1i/9災活動と私とのガかわ l）- -
J.13YUS J0311VK II＼中幸l佳

私（A尼崎市消防l団束人島分団、回屎活動 31年になり非可。 消l狛団の星本］里念

『 自 分 た芦の地饂、（さ戸分たちで守考， JI

の過り、尼崎市消防団 58分団、邸呉 99 3人（踵I(J)中の亜大島分団員として活動

火災出動、防災活動を dると j：しに地域内の防災啓蒙活動の大切店ごと 11わ力‘り

『火～をう当で 9当 E力よ cc.、 グくをヒ巳£モプ』Iし＼う肖 llJS』

予防消防を目憬に火災予防仏報活動を始める。

1)担当地域内火災予防1広報吐塾 （昭和46年d、し） 1971) 

缶月 1口20時より約 2時間、 1旦当則域内を消防ポンプ車で缶月 1口は防火(/)口、

夜の 10時は防火の時閻、コン「頂）it1町1よ火）J出や百くなっていまゃんか？と

広報活動を統けて 24年となり ct可。 (1観 lor93li暉月2訊島）

2) 家店防火推進運動 （昭和 55年J̀L」 1LlBO) 

団届による家庭訪問による防火指導、年間 200戸巨標

消防団呉 3̂ .4名でチ ムを粗み家庭を訪問、防火防災についてお話しを問いた

り防火 1旨湧をする。住居表示Ifできる＂しおり“(（ l/9191191l涌19仰誌公郎19贖9廷

9でさる、し1;lJIO)配布、地屈付民との直接対話予防活動の理背を深めるのに効果有り

3)『』区別消防悶l|1視の実1前 （昭1056年より 19511 

消防署 (E9而済励M伯I)の協力を得て、通報、避難、放水、消火器操作、救急訓練奈

任民{/)方こ団函が協カレc実H也しO峠れの大切さとヽ消防iill，，，劃茂且解してもらぃ

協力を得ると共に地域l坊災を者える場としてきた。

4)辿I戒内の大島m」祭りの復活 （昭和 46年より

だんじり太鼓巡行 神社に奉納(8加） 膜会と消防1ill、地域／］民が協力して

だんじ l)人＇鼓 1J)飾り昂新調（輯9蒻!)（平成 2年 1990) 

以上(J)1jh城防災活動、消防邸活動の広報と地域交流活動を推迎してきた、出生活動

g)場合、指導する方の埠境つくりが大切である。消l防団の場合は市わ政、市消防忌

ぐあり担当池城消防薔長の頃j見つくりで大きく左右される, S 5 6年cLり数年1用IA

消防団有つての地1戚防災、消防邸酉つとの消防局だと言われた指導者（龍匂9)がおら

れ 指導者と活動者の信頼関係の大切さガよくわ／J‘i)乱しだ。現在の尼崎iIi消似Iil

lct どう旭んであるのか？せつガくの素晴らしい消防 1豆］を 1—分生ガける指導と汚性化

を進めはいとはらないと思いそl噂。

51 Z亘ュア捐｛粽局開局 （平成 1年 1909) 

アマ無線開局と同時に JJJYIJA（大11..i闘籾ぅJl n"周 春、秋全国火災予防運動

紺1悶浬用 430MII]で多くの交倍の中．を火災予防浬動と消防団活動の話しをして

FTl-1仙廃好会との出会いで1/,1或災宮時の防災休制とアマ―rュアim粽 広域災密と

消防固、地協活動を考えて 5年 199b.1, 1 1日阪神、淡距大衷災が 1慈でldはい
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地域交流活動 地城内の大島神社祭りの復活



広域災害時の防災体制（月躙，JJ3YUA、FTZ-FM曼齢即憎？マテl湘輯）

非常時の 初動活動・ ・偕報収集活動•9・救援、応援活動体制の考え方

地腰の場合 JJ3YUA J03HVK 

(1) ~ (5) 順OU 息翻An雌霞紅より（雌臥輯賊〖蝠）

地腰発生 り19月 り159月 り莉～1B

(1)戸可吃戸可尋声 門 戸 確 認 門 取 り 敵 え3
体を守る 家を守る 町を守る 緊急対策 生活を守

細叫 贖板しtnti毀蒻 “̂lllt屈子を見る

火ご：ロ ニ巳 1火に協力1 佃Jけ合い

消防団活動体制 肪を9鞍全畔t動
(g-t gほ0)安全をfll9る） I 

出動体制づくり

とりあえず

1の衣食住

口地区内被害状況調査 t饂
難生咄雌 広報活動、二次災害防止警列‘

アマチュア無線活動体制

R局り月II,しtllJ6もいき3て肩柑II嬰をする

JQ3NVK不tE~ I JK3BIYI／躙届龍沿届で月§願う

アマチュア無線局開局 (JJ3YUA、釉甜を履紋蒻）

隣接地域の個報収集、各局に応援を求める

公共機関との連絡を密に一―|アマチュア無線基地を設置、

（消防、市、警察、ガス） 同時に対策本部設営（雑となるりす）

輯部庫輯

II')1)闘輯

1初動時は少数での活：となるがし 」芯援各局が集まり始まる

以下の方法等で情報収集をする 応援局導入 ＼1ティー息賭 甜祖輯II却

430MHz I 1200MHz 

現地に単正可戸ぢ門戸ご戸
無線で情報報告を1 団消防車より艮り 報道を整理してお

ゅ援局の特技、特倣

による体制づくり

〖§活1\ I.屠区内＆習!R讚9巾 爾〇精 （うインうイブ、医負nt)
9 9 

書記（重要）
←-̂-←マ―/‘

罪HIJ狐郎甜を決りる 1情報整理担当

諏きる ，＂＂ I(あ眈舟••もと閲詞）

がレータ捐郎翡月［慕”

無線局（量夏）
-_—會-ャ̂ .-＿一ご＿―→·--—―.-.-．

基地局の退且 オペレーターニ C11でUダ
現地情報収集、主力隊 機動部単車

自転車隊

オペレーター、雹記送り込み（g位庫、犀庫）



吐常時の情投9屈募、伝達通信紹l0)概要 ,1 03NVl( 

F記の図表lさ、災害発生時、平い時期にEl土立ら」［プし1？マチュ炉無線局 (!191.9糾I

を中心に想定し91-匹

I) 当初の被災地内情報l阪巣、伝達は単車、自転車隊などの移動局とはる(fJC彗段！）ら

運用している、 4301111,FMを使用可る。 (/1)テ,-,、り')/19訳翻l:t眉肛(9夕）

？）早い時期に被災地内にアマチュア無線現地基lillon局に勤め111l局後は基馳対策本部と

1200Ml(zFM連紺波を設定、 430lIll9で送られてごく 星地対策

木部へ1200,11,mで情報状況伝達さ gる。 1200Ull9．パケット通信、 1200iIII1,2400MIIz 

ァぐチュアテレピ (A「V) 開局に勤め 情報の文字、映伶化を言十る u

3)行政どの速路は可胆な限り霜話を使い、アマ飢線 l:Jll.l200Mll1開局可る (lih0)1約I)

4) 以下は自主間局 ，「り上はJARL(D1本布り1月洛い次第名アマ本部を統1舌する，
ヽ~ ~ 

5) 左側ti地域il民でち間は行政で弓,illリ或住民と行政1幾関の沿信の中核はアマ無椋で

あそ’° JAIIL 

問91り19

三「 ―瓜 双 ユしl
叫 ~一;ーロ，．．ー出箋に.る．．9 良 99

訊躙9199:'I

l」 P̂ 9が'”．がPが999”lthi日
・直綱問いJ 惰喪は冑• l9ば、う奴

韻99J'19[9 1を雌で9i似う1:911,J 9口 I

局線制
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●『し、 山箪~ g転釦● 9 よる●殷鳴漏

● 99 不•~ア 9鰭， e n oM99,． 
l/3U-MH2 [口=----.-1 1 7:M”:• : 

_ ＿| 

J J a 9 99^ 難119 191'，没）

Ii 附•I -．防泣”’—翌•---
屈月付蘭i,9没 [ ― :, h災習91I、91 }り 1要う9(y

五召 ——ーー［＿ 三
非喘l芍1ae・1Z-FM愛好会と JJ3YしIAl,11雌割jJ)11:t体で(Di●用/',!,

＊広1威災害時、地域防災の中核I1消防I切で11り城悔報収集、伝達酒i言(J)rゎ1亥はアマ 9ュア

佃線であり、ありたい！受入れ憫t:I旨瀑者の頃頃づく ()IJ大切で百。



災害救援活動、情報収集tdどの通信手段にアマチ＿19’無線の活用につ上文

1) 災害時(J)救援活原加ュ役目るァiチユ J項財禄通信伯I1外月冊}i＂尉(])基木的者え方

非常通信とは、地展、台風、洪水、津波、雪害、火災、暴動、その他非常の事態

が発生し、又は発生0)恐れがある場合において、有線通信を利用 dることができ

はいガ又はこれを利用可ることが苦I,く困難であるときに人命の救助、災害の救

援、交通通席のhを保又は秩序の維持のためじ行われる無線通信をいう。

合回の大震災のように災害が広成に広がり電話なども非常に混雑を I,ている状況

の中、救援、復IB復興活動にアマプユ jパ貨11線通信を活用可れば非常に有効である

どl]9iでさる場合を俎定しだ災害救援、復興通信を考えて9)ましたc

2) アマチコ］’餌線通信の特徴

（朋魯i昔釘『養t.）い［µ肌必校けをしtいtCさ~•)

＊左図の様に里地局を中心に同じ周波致1こ

設定しておれば回臆仁、多数の人に同じ

内容を伝達することができる。

*loJじ内容を同時に伝達できるので1l9綜で

協議、会議 1ミ］ーティ）9）ができる。

＊学時受信状庶1ごセットしておれば必要な

時に伝達、応答通信ができる。

＊交信叫、→他の局か豆割リ込み惰報を入れ

三こができる。

＊周波数を合わせて傍受L,といる一般アマチ＿iア101線局より支桜情報含得る事

ができる。（交9闘臥99名前，輝駐含む）

＊業務無線ど巽はり運用周波数が広い。近9翡閲叫混信の中でも伝9"1でbる

＊アマ丁ュア無椋局は、本来の職業を持ら（祠紅切U）その上に無線技術を修得

しているわけで g。おまけに無線以外にも多く屯良蘊き持ら、友人、知人(J)

多い人の集まりで百、こんなにたよりに偵る累人の組織なので弓。

＊ある意昧ではア＾ヤチュア無線家は通信のプロである。 (JQ3TIQ晨閥I項訊9と，t1J)

3) アぐチュ？無線通信で出来ゑ非常通信、情報収集伝達、災害救援活動

＊災皆！世域内の状況を地域外に伝逹出来る。

＊各方面の多くの規J也惰報をりア）しタイムで収集出来る n

＊災害地1勾からの必要情報要求に対応出来る。 （地域別ローカル情報J

遅1届釘99991か''" ，マチ」？蘭91"9<{J11村をもフて活"’る府で可焦である。
＊移動局（［ーじ11号1(])）1，ート案内、誘尊消防ポンプと箇先問の連紹通信 u



広 域災雲（非雫時 ） 時a;,_非常通信網l

*1995年10月30口 現在の速絡司能、「 lZ FM愛好会関係

局1JJA3罷l局と租話連絡哺能であれば開局の確認をとる。
~ ~ 

JQ3 NVK I聞 I) J A 3WGL IIF9恥 JN 3 J LP I伐911

I •— - - - r=JR3l  Vl直叫｝

ロ］臼三：日：：口[J“竺｝こ0)三;i9YPuゎ贋
- JI 3MLSl,≫,i) 

J K 31うIYlc≫il)

,JJ3YUA（国雌応） ~—-尼崎 j 廿

l一閑西 F I Rに各局［：ニ...~ ~ ~ ~ ~......... 

--JQ3 I Yl(『肺）

.JS 3日PC(9靡） （舗淵晶りう19,＇N91 泉南市

- ,JQ3WGD（大恨酋淀ll!）

JQ3 R戸Q(999[）

JQ3ROW"飾）

JG301うB19酎前）

LJA3Yi3G 

（県itり[Ii札庸気汁9訊乳沿）

,_ JS3QBl<I酪市）―-西宮市消防団 ('11普1瀧）

JP:JMPO(附"'区）

JE3CDVIA印闘）

,lG3GF F (JIM) 

須庖北ロ 力）し各局

--J—イツウ T イプ各局（1（ケ叶競耕I)

- JF3BYM（訓旧肺） キリン華各局（観雌）

'-JS3CFG（輝（9和1:::::r 
- 7,J3/¥EH（じり阻）

,I 13 FRO(INI) 

-Jし3M日，」（如） 辿宮市消防回 (II贖）
JG3HAJ（翻ii） 西宮市消防団（凡末99月）

---•―-[FTZ-FM翌好会各局約 10ll1)局 (1I '， 9 イ）月）

＊左側IJF丁Z-FM愛好会を連営I,てきた各局と酒接連略局で弓。

ー叛南由

9ー明石市

加古川市

姫路i甘

弁 l父桜井 fl~9

局(sJQ3NVK (,JK38 I Yl と電話連絡可能であれ(d'荊局(/)i窟認を可る

F丁Z、緊急速船網（店）



尼崎巾1世限対策総合罰I椛

アマチてア無粽lごよる巳己必信訓l紐報告書

報告者 J J 3YUA 大庁消防り11総"Jラフ 1一 1 乙— FM 翌好会

代表 小中幸雄 (J(l:JNVIく） 尼崎印消防邸束入島分団

〒6601已崎市大島3-12-1 Tf l_ 06 4 1 0 -58 [I t} 

まえがき・ 1 9 9 5年 1月 17日午前 5時46分 淡路島を暦源と gるMI2匝卜嬰大

Ill腰ガ発生、 『阪令,,.淡詑大展災』は兵庫県を中心に b[, O 2人 (411位1，_『）

尊い人命と財産を一瞬1こ蒋われる大災害に見舞われIさr

被災J也（評市，贖1'、099¥f陣 99ii、『腿 9韓榊1 特に西・国芦屋「Ij全1或と神戸市

(!1,1し91嗅諒紅I¥99区）では水通．ガス、粛気、硝訪、ラー（フラー（ンは1翌戚

し、交通、通信1幾関もマヒして、道格は自動車の渋滞で緊急自動車（消防

登案、巳衛隊車他）も剥」＜フと1Jできず、油信機関le’おいては鼈話la不約

で 消防、防災、習察無線怠どは、ふくそう硯象で晋制不能状態であ99だ

と思われる。比較的被害の少なかつだ隣接地域でも被災jIII内の被宮状況ガ

把握できザ、まして被災Hいい）少し離れだ地域、例えば人阪市内、堺市、

大阪渚対岸はどでは、大き店災害/J発生していることは判つている／且暉

もつ!Jはい被害状況下あったのは後日99追 1詞し）知るここになったので可

私も芦屋市内のJee列車内で被災して、芦届市内から国道？号線で尼釦h

甜でた r•[) つい 1-o(J) で、被害状況 I4 目で見る範曲は判りましだが、この被

即）大きさ召予想可ること1よできませんでし／芯当日 17日9月まで1r1消

防図活動、附近の整I里でア9チュア無線に4る1青報収集 情報伝達、過信

はできなかったのでgが、 19時 49分より;3 Oi11Z-F3モ・ドにて開局

名方面債l：勧9)名局の安否、被害状況(f)1円1屋につとめ 20局と交仔、各局

（／）無和を確認できだd)ですが、屁崎市は地域により被害差が人きく 大止

地区は比較的被害が少／よく、ほ』としていも状況卜 1雄肌、月岱、 9U、IJI嘉1で

のアマチコ）廿111椋の運用でした、交信ガできた局lば家が傾いたが家朕l"'11

箪、水を入れるポリカンがない、、大丈夫、、、、で刃，

実13、厄9波を出せない ((h前で加） 地屈の仕民の方々ガ大変だった(/)で寸u

遠く京都、奈良、冨田林、大阪方面からは兵庫県各局の安否を気遣つ cg)

交信で、私たちの地域は大丈夫で芦屋巾、西宮市方面は被害は大きいで可。

この様な範師の状況伝達しかできなかつ戸のは、全体の被害状況が1四拇

ができていなガったからで残念と弓。



肌展発生／」＼ら l~2口問lよ宛話が小通で被災馳では通信）J全く絶だれた地

域があった(I)で司。

I~ 腰後、アマチュア無線を晶r甘できる 1母 (11.H雌909ばし1 恰 91し賊）が、非常通信

暉 '’9）を行い、被害状況 災害情報収集と共に無被宮情報もlei屋1，て

(9も111額I"B9[-1りし9似1119月［納飼）被災llli内外に必要と可る情報提IJIができ

る 有効！ょ；；；信手段であったので弓。

私達は、広域災害時(/J初動活動休制0)［PC)＇マチュア熊線［こよる災宮情報

収集は考えていたので目が、今⑪d)ような広域大災害(J)1木験ガ飢Iく非常通

信の立ち上げが遅れたのは、考えていだだけであつて活動弓る方法を身体

で寛える訓練をしごいなかったためで可，．

防災訓II原の中に1頂線による広域1青991収集、伝達訓練を盛り込む必要があか

（今まで一度も試みされていない）公的機関の方は公務J11g先可ると思わ

れるためアマチュア無線局（猜雌IIが）、 §9"闘翻1J柑叩,,る)JJ最適で可。ハム

仲間1f広域災害l痔0)救援活動に果／汀割合は大きいと思いまJ、1胆棧対策

訓練、防災(/)'"、 11り随時［？自己通憮訓練を実施し ハム仲閻 (Iim?99i)(J)

無線通信をキとした災害時に対応できる通信湮紹絹の確立と、 J'マチ．9 ア

煎線に新しい可能性を求めてまとめ吉した。

訓練項目： 1) 尼崎市地腰対策 ~II 練、自己通僭訓練報告

JJ 3 YUA （大庄消防煎院クラプ）

: 2) 防災(})El(9/1) 自己通｛言訓練報告

JJJYUA 

: 3) FTZ-FM翌好会ア＝（ポーー）し会での固II紬

JQ3NVK 

: ~) 移則運用 報告

.JQ3NVI< 

: 5) i」1喋）J漏用報告

JKJDIY 

: G) ハム仲間の体験レポート

: 7) まとめ



尼崎印消防匝副位1長仏闘臥

名分団長欧

大庄消防佃線クラノ (JJ3YUA） 地展対策総合計ll練、巳王参加の連絡

今同の地護対策屁合剖l純で、大1_[地区消防団([)アマチュア 1111線クうプ (JJ3YUA)は、

大1主東中学校、校厄にアゾ］こュ 一般）＇でヲュア ll11線移動局 (lL

油輯闊奴即llる）より 0)付近交迎状況、他情報把〇国の自己通1邑訓糾を下記の要領で

実施しま可。

運用場所

月日

運用時問

7-Jしサイ ‘l

運相周波売

記

大庄束中学校、校肛（地閥対策訓練会場）

1 9 9 5年 8月29日

I 0時 ごろより

ふ」 3YしJA （大庄消防前1線クラブ）

'30Mllz、 1200MH,、F3 

尚、当日の各霞皮酒用状茄1,＇より、どの J椴杖状況、情報ICJ屋交倦／fでさる力‘

未知で出

阪神、淡陀大君災にあいて、アマチ」ア無線による情報交換、状加伝達

など通憮下段として有効でした。

F 丁 Z-rM愛好会並び大庄消防飢線クラプも大頷災時よりアマラ—」ア

無粽を浬朋しました力＇打ち＿ L11が遅れ残念 l2思っといま可。

今回cい）因II紐に参加しご、伺時でも活動できそ9体制づくりと 1'がいu

.J.J3YUAld、過去 5年問期閻逓用 (9』 約

850局との交信実碩がありまd。

アマチコア911t線[3、、多くの局／J間いとおられるので相当数の情報交換

交信tiできると困し9註剪。

今回の大展災には、当布が少 l_，落も福いた時点、 2月 I?日ふ） 4月I5口

曲宮市現l也訴務所でアマチュア無椋担当 (8J 3 AMI？、我災復興支援局）

として，舌動しました。 （別紙参照）

以 l_

1996,0BOJ 刈19罪侶j)(JJJYIIAI 代表

束大鳥分l可 小中幸雄



尼崎市Jl!J履対策総合訓練―- - ~ 99 9 9, 

アマチュア111（線による情報収集、伝達通信訓，報告'

96. 10. 01 J03NVK 

趣 旨 ：Jt!J旗等の広域災害時における災害1肖報、伝達にアマチュア1Ill線が役立つ

事は判つていたのですが、今回の阪神、淡路大腰災時みんながはじめて

の体験で立上がりが遅れ通恒も混乱、十分な活用ができなかったので弓。

この体験でa項からの訓練の必巽な事が判り注したので、訓樅に参加

ローカル周波数 (F3)モード、 平日の運用実験（雌）と共に広域災菩時の

情報収集、伝達を行う通信連絡体制づくりの基礎と可る。

運用場所 ：尼崎市市立、大庄東巾学校、校庭 (J柑腹対策総合訓It役会場）

年月 日： 19 9 5年（料79.）8月29日

運用時間 ：10:00~13:00時

-}しサイン ：JJ3YUA（大庄消防無線クラフ） OPJ03NVK（制l§U)

運用周波数 ：144Mllz. 430Mllz. 1 200Mllz F3t-ド

通信方法 ： 1} 任意の周波数でフレークイン（釉l10)月L・§lJii)交駁＆U秘）万式 (OK, IN) 

2)呼UtUし周波数で、交信周波数で指定しての CQ運用

電源 ：携甜発電機 (60 OW)自動単用バッテリ ー2個 準伽

IIt綜設備 ：別紙参照方 （通用場所98図、アンテナ設薩方法、設置1も問）

交億局数 ：36局 （交侶回数 38匝J)

史信フロー ・・

JJ3YUA （訓練現場甚1.th局）

144Mllz 430Mllz 1200MII z JK3ll I Y(＂龍1JII卜）

JI〈3VOY連絡波 146.l~連絡波 12!34. 04 Jl3WVN(~"愉訓I}

丘言虫旦lN」巴lN三山」巴lN星
10時 10時 10時 10時 '11時 11時 11時 12時 12時

り帯 :04-:23 :30-:38 :46-:40 :66-:01 :02-:09 :23-:39 :40-:26 :36-:43 :67-:06 

ll.数 432. 94 433. 20 432.90 ~32. 92 432. 60 433. 60 ~32. 00 433. 20 432.D2 

名 JA3WGL Jl¥3WGL JG301ll、 JF3NVY JJ3 I llY Jl(301lX Jl3SOW JK31〈IT

JK3VAF Jr:3WFII JL3FCA Jl(3CFN' JlaWVN JS3LGO J03CCW 

JG 1 l lUM JL3EOO JA3UJI〈 JI〈3SOY JL3FLD 

Jl<3GVC J03TYL 

JK31 TO Jl.3Fl!O 

J03SVC JF3A08 

JP2XCM JK3SV I I JLIDG I 



訓Kい場所 略図

移動無線局は校庭、南側に設置

兵庫県尼崎市菜切山37

(,i,•~ 

アンテナQ盤盟

アンテナは左図の通り南側面のネット

支社にGP、2本仮設

アンテナの仮設は私と妻(JK3BI Y)の

共同作業となり、 次のような作業

をしました。私がネット中段に上り

胴綱をセット、両手を使え体制で下

からJK 3 B I Yが差し上げたアン

テナを受け取ってネット支柱に固定

固定材料は、ワンタッチ結束Mイン

シュロックで締め付ける方法を採用、

2本のGPアンテー）を 1時問で設置

できました。

まとめ

アンテナはできるだけ高いところに

応援者がいない憩定で妻との 共同

作業の訓練としました。

女性局 (JK3BIY)との共同作業で2本

のアンテナを地上高約7mHに約 1

時間でセットでき、 一人の協力者が

大きな力となりました。

尼崎市、市立大庄東中学校

和知雄粁叫

釘口五＝了ぷ'1

間';ふ］＂叫 r・・1 

旦；雫出廿！．—II
J 二ょ

I“990 

勺

"O••••I .,『

U8昨1
I 

"“'999•9 • 

◄r 
c.．，、 99 

n::::U999--

fllnII’4:l!99,'“l 
(7: 9·,t '," •i11111 

、 .,
` ¥、U.！

＂ぐ•
公立北ヽ uエ

1200GP (CA-12218) 

144/430GP (CX-900) 

(JJ 3YUA 

大．，庄消防ill線クラフ）

妻、恥g•かしかつだ tJできて良かつ 7.:; 。 （那膝翻／f知らIll::)

＊広）或災害発生、非常時には、常醤場所闘局不能時、武庫川堤防上 (GL、h6Inl1)

にモ ーt'.Jしで問局、応援局を求め活動しやすい場所に非常通信移動基地を

問局可る。



区信上ポ I一、

4 3 2. 9 4 ullz 10時位主ニ

ごちらは、 JJ3YUA大且消防熊粽クラプで可、尼釦Ijtll浪対策訓紐会場

移動局です、お間きの局おられましたら、コンタクト宜しくと呼び掛IJるも

応答 なし（犀心99旦で、＊＊胆9,Iりリ）1）で、じ（し10(（閲叩IJII9）いコもとは達う感

じである IIJJJYUAllf龍り9りう―]、"りで"してし＼tEしit?)

CO浬用に開）gえ、呼び出し周波敬で '32, 94Millこてお1打ちし a勺と

呼び掛l―Jをした！

10時04分～

J P 3 B u lー／ 3 （靱（い） JI二3 I SY（倖9l皿岱9) J | 3 l二RQ｛訊し岱II

JG 3 F卜N/3 （訊し一91し） JC3WLJI<(腿 I-［lし） JA3「M (m  I'1し）

,JP2XCM/3（月9、l-t（し）

1局と交信 常置場所 ？局[”[]]市

尼的市

JI: 3 1 s y otI：月ら1しるIII8li 

J 1 3[ RO 』9dJ99で目9じ95hl 

LーじJ1移動局 5局―|―西愕市 JPJ叫 l―/3JE3wuk/3 、If.1xrv/3

一松掠市 JI‘3EtN/3 

ー宝塚市 JA3「MI3

自己通信嬰澳スター 1ヽ 各局はいつも交信を I,ている名局とある

心強く有り難く忠いました。

□ーカJしの1犬MI『認に 1-5）ぐ―g。

_1 0時 30分～ 1 1時 Q_J分 (433・ 211 432 80 432 921，1し1)-
こちらl,l,J、」 3Y UAmm幻各局コンダク 1ヽ,J:ろしく

JAJW（う L (罪郎） ,I K 3V/¥I二／ 3（ふ肛!ii OG1 IIUM（国）

JC 3WI'I寸／ 3(,S(,) Jし3に1JI"l/3(A999) JG3DHし（翡li)

JA3WCぅL（廿互，9屈）と3環 釘詞）周波数はその後モービ」し局のコ

Jしリー（ン／よしでの交信が始まったと

情報が入っIミ。 191d)999りり／して(9EEII(IIMIt4,)

径欝波数で呼びHII]各局ど交侶 少し淵い局と交1言／fでき／2,．

(IP負仏 h9、人9)I月9、ll8,j¥9i) 

1 1時こ旦＿分、一 (433 50MIlz) 

当周波数はマ~！ーを閃l]-a て連 1111，ているとの情報で各回(;[1 呼び IJII」 /§1)

JJ3 1 BY（肌） J I< 3 C F N/ 3 （点け、 A酎i) J/¥81'JJIく（訊9卜）

,Jl(JGVC/3(!図l(i),JK3I TDF/3 ('l麻） ,103SVC（籾

,JK3SVC(，'仙）

順序よく各局よりレポートをい！さIざきまし応

非常時には各方面の確実9i情報が得る91ifどきると思い改弓，9



1旦i五89'，1 ~ 1432, 90MIIz1 

周波数プユ、 1りり1月UあるII肖,,Iしrtlut99請印lさut＼で肌ll)

CO  CQ  CQ, こちらは JJ 3 YU ／̂ 3で可 …各局に呼(1掛ける

J I< 3 [9)Xla/3 1位plじ） J 1 3WVN (m) J I< 3 Soy （註IIIい）

0 Q :J I YI llel),I l_ 3 I-I< 0/  3 (I脳） J「JAOIJ("I

,Jし3UGI /3i!ll 

この罪9問沼iこなると，）、IJ YUA/3 (OP J03NVK) 自己沿信訓低実h19,

巾歪知り受同、允信準備呑整えしポート各送つてくれだ。

J l 3 WVN匝 1 200MHzll？訊叫11,)よく使用可る速絡油で

交信、 43 0011,の交信に移＂だ。

J＿旦旦工〗し屈 昼の休憩U古に国宅／）らの交信である。

J 1 3 1-1:｛ Q局 会社の休憩時閻時ハンデー機からの I99ドートであった

旦 l)131局 わざわざ車での且事の時間帯をあわして堺罪1、りしl:

ートを送つていただいた。

非常時に lJ頼りになる各局で可。

l旦古 57分ー 143?9?MIl;9) 

交i言必要時配慮しとくれも同波切である。周波数チIック後、 CQ、運用

J 1<3 K I T/3 WNil J08CCW（三よ9) J 1 3 l-L D/3 1鱈I)

旦己通信訓練も終りの時間掛と加る， 0

J O3  C_g鴎・遠く三木市d,L)の交悟しポ lヽでし1ご u

Jし3F LO展・職場 1t仮げ9lOiI)II人）で硝波(9)と11名饂所を1災して（り

QSOでした。溝凶道尼ならu,:'.、hl1i外J剖111"）

隣接(/)11車場1a3,J所で受信可でした。残念I，1'lfら

常置It車楊渭9)付近は西側建物lこr受信でさまい"

でI,た OS1 99-1濁1，ぶートより翡担止，

おわりに，尼崎市地腹対策訓糾に消,1湿l呉として参JJII寸ると其lこ、令回'"アマチ］）」

il)1綜I→よる情報1収集、伝達自己必1言訓l紺き終えて1J)感想は、平じ、胚閻1こ

a 3 0 I" Mで名局と何(/)I●密 1け9）もなく交倍できたこと、初めての1号1J快

く応笞していた9／さきまた、普段交｛言している各局が周波数をJ屯してしポー

トを送つていただき、ローカ）しハム 19|I間の素II●らしさを感じると共に心酋i

く感じ、広範囲で、多くの人と通信ができる、＇ァ yぅー」 9’JIII線の利点を龍

認、仏城災徊時0)非常通信手段と 1,9と角効である事／'/判つた。

消防回/Jlll1i或防災の中核をあるよう［？、アマ］こュア911線局、ハム1巾問が広

域災囲時 非常通信網を確立して、地城情報伝達の中核とはり llfj災と救I9

に役立―)！ 『l1ーカルハム仰間1J請段から行動し考える）Jを絶えづ蓑い

イげという時に役立ちたい』（でも19)l?99U?？）19で易'J91Jtt9） 以＿L



9月 (LJ 防災の日

アマチュア〗11 線による情報収集、伝達通信前l1棟報告

95.10.(IB,10311VK 

趣 は 地腹等0)仏城災害時における）災害情報、伝達［？）．＇マぅ・ュア 1IIt線が役立つ

祖 (J半l」つていだので可ガ、今回の阪神、淡路大酒災時みん店がはじめて

の体験で立上がりが遅れ通信も混乱、十9)な活用ができれかったのさり。

8月 29日の症崎市地腹対策訓練で情報l収集、 1云達通信、別l練実施した

経験を生かして、令団の涌1言訓糾（A交信「r(/)各局のフレークインタ・（ム

IごJしークインして遡井）時問、附近状況//)レポート吝お細い可る。

積極的に状況、情報 l阪集を行い、活用 (II)(/)嬰圃と弓か

運用場所 尼崎 市大島1-12-2 J03NVI( （糾幸1，且宅）

年月 □ 1 9 9 5年 11117年I910 1,J 

運用時間 05,46-

.J，1しサー（ン・ J J 3 yuA （大廿消防熊線クラフ） 01‘JO31iVk (ll9’lH) 

運用周波数・ 4 3 0MIIz F 3 [-l• 

通信方法 , 111王意(J)1，1波数でプレ クイン（籾l蛾叩Ji/雌 1位偵牡1方式 (OI(. INI 

11 呼び出し周波数e、交信1古l波数で1旨庁して(J) CO遥用

電 源 ．携帯託電磯 16O OW) 口動車mパッテ 'J-2鉗準淋

;111線設侑

交椴届数

, 1 c--2,soo 1 ow  池上局 1 4. Cm  7灼卜CX-902GP

・ 4 0局 （交信回数 40回）

交僭フロー：

J J 3YUA （月Il紐現湯基Jlli局1

430KIIIz 

交億 40局の一部ぐ司。

」玩□□J_＿叫．_I_N__  _ 
m,時 06時 08時

拉閻墜

但麟

~ 6 1 • 4 9 ----,--且I :59 

位四連！旦--L一塁~
□芦 JG3Tll0/j糾9li9H I JL3FLIJ 

J0 5 D A K / 3 9 1U廂名!IJK3W5"

JG2HDS/J東I〖翌i

061.!llz 

Jii1fi 

1:-J艤ih仔ピi|

O I(．I N 

00時

: 15 

433 02MIIl 

JNJ,11 P/3,l.li中爽i

OK,IN 

09時

:~5 

4 3 2』 0[］ 

JK3Xl'O/J月川ill

!JH3JLP 譴＂人屠中央・ • ・ 区8札屈乱U令IAll

／＼ン＇アイ-喜 /fJ_j』li笞こ訂BUM阻§贔J/でさる釘lで1

J113xWG • I<| ＊二
JR3I Vf 刑 9n,i 単情

盆譴信囚II帷での感退

JA3WGL JO ・(げ

JL3D,IL/'.J刃月〖 9ili ガ充分~できる事が判 IJ;Jしし応

]_ell 
10時

: 2:J 

~33. 411 

」L31lIl i{ 

E 3 (l O K I : 

G211[lS/ 

,JJ3ESL/ 

郎JNN/:



戸「乙ートM愛好会戸イ9K-1し公のアマ熊線による伝達訓緑

J03NVK 

1) 9 5 サV ーアイポ—-）し会

『混ったり要ば一る ln篠Ui』と朗して

9 5 8 2 7 (S岬）午前）030規地集合 兵庫県多紀郡（軸99)観也場で行い

430MHz)＼ンテー（一機持参で89局、家族を含）uで 100名以上り）大アイ9l,-）し会で

司会者ガ430FMサプ周波数を指定して無線で呼びUl可、八ンティー機で各局が

＇コッチして呼び出された局はハンデイー機で自己紹介を gる浬用討II紬を行ー9だ。

非常に騒がしい会場で確実に呼び出しができい

多くの局が周時に聞き必要に応して応答を可る、同時に多くの局［打云達1]できる

アマチュアlII線の特徴と良さを各局／J確認をした楽しいアイ成ー）し会でしだり

この様な催しを通じ行動可る方法き：つか雌I練して、イザという時に役立てたい。

21 9 6サマーーアイポー）し会写真渡し会 （別紙報告書あり J03TYL)

『混った［）愛ぽ る In篠山』の写真を渡す会が 9/23日武屈」II(]J堤で行う

ことが決まつていだ。ただ単に集京つて写真を渡弓だけでなく何ガを試みてわど

の提案でカップメンと生たまごを持参してい／こだき）す見うとんを食べる会にした。

9/1 6日のFIZ-FM菱好会のオンエ rミー＂ー（ンクの QSPタイムで各局に伝達

(JK381園）QSP!li) いと伝達実験とした、結果lil次の通りでめつ応

参加局ー 52同一

玉子を忘れ疇— 5局J一度の伝達が各局1ヽ＿伝わり自分の哀任範屈1こ

箸を忘れた局- 6局 自分でと 1百1ばらしい結果でしだ。

うどんを転れた局-- 1局

3)おでんば（お電波1バーーテ:(-

武鹿Iii河川敷 1兵鼻9甜tiで恒例の lおで1＼）」を食べて楽しく，9-(ホー）しQSOを l

『おでんばパーテ-(-』開催した n 今回は河！l|敷に］‘パヽを張 2て受付 1)も可る

少し規模を大きく計画移勁Il(1線局も間局した、 10/9曰オンエァミーティング

(I加 0)QSI:3タイムに各局に下記{j)電又を送信Iパ巳°(屏tりぬ謂叩

1) 日時一~1 906~ 1 0 1 4 ?0 ・ 00 

2)集合場所一武庫llliSIII敷 (E雌I

阪急瑕申飲橋南側

3)天 侯 一雨 (I/Ji,ている釈1

テントの用意あり

（唇B)

41食事一『おでん』 Ill意可る

飲み物は各自持参

b)1寺参dる物一折りたたみ椅")(はシート

19れて1合し1，俎犯でり懃もtlる柑を打参）

6)会費

7)その他

-C30円 {FTZJ

-21:30参加人呉点呼を可る

全呉が同時l：・t雀認d)でさる

ように百る



一週問前に伝達してから開催軒事局は各局の交信をワップと自ら交信をして参加

人数を40-50名と見込み『おでん』 40名分と鳥の唐揺［プなどで50名分を用栞した

『おでん』大鍋4杯、テントなど婆材を 2台の車 (J031YL、JK3HVK点）に乗且出発し

現地藩 (18,45)掴材を河Ill敷に運母 (7J3,CH.JS30BK. Jl3YJS,爪聞

の協力のもとでテント、おでIs用かまど、移動局 (9ンテ1鰈廿ー7n911ミ戒ー91)仮設照BJ]

（尿ーダ711柑絹100V600N)会場設定ガほぼ終わる (19-40）各局）fぽつばつ集まられてく

る中 アマチュア1II線局 (JO3NYk/3E伽）開局CO店ー氾）運用 各局貸lブルート案内

2000芍 受付1)開始 (Jl31JLS笈り開？0,30,IK3BI渭雌!)で『お霜波』パーティー

『おで Iv 』を食べて楽しくの会が始まる。—ー一方移動局は順調に各局と交唇を続 1 一j

本日のオン上 Fミーティング (FTZ-FZ.Nc288)キ局JS3卜IPC/3. り成ート局JSJQXF/3人9llI

Ill 辺君II とも交信ポート (5•9）でつながり安心していた。 （妍l叫訊油芯ー9JIし蒻II

ところが想像もレないことが起こったのだ 1 大野l1l移動局に武庫Ill移動局とが

同時に電源トラブル発生 (99偵郎麒l沿り1999観iで1受訊韮もで叫9祖t不翻應となる）大野11」/3

発電機トラプJし 武庫111/3はバッテリ・ートラプルでした。状況はF図の通り

**"13(JS3KPC) In朽j}け舟1呈纏91l|g灯lll(JG6JICII受●区大§而討沿Il|（JO3960)且菫!11/3(J03NVK) 

武刷lI（尼崎市）

,IQ3"VK/3 JK3BIY/3 t 2 0 (I O. 4 3 ? 9 0 1こ

ー 20 : 4 5. f u瀑IIるt9各占し

20 50,I題卜う111屏生

庸源卜うプ110位!ff>/3t遵gn復-=

433.10血わ屹こ上直

大野山 (Ill辺君II)

•• JSJIIPC/3JS30Xf/~ 

5 ・ 9で交§ “ 

ニ」;9::：；：飩
2 1 ・ 0 0 4 3 3. 0 0 91 l l i 

謁叩K剥f1] I M曼峠紐囀J JS3卜IPCi!

l訓／3

翻卜う11↓紅

J0311VK/3(/l!Jl--1位15.9) 酎ii彫JUIJC5JIR 21105 I骨旧各そJNVk 『〖9 酎

面 II〗!屈·↑ 1¥）召息で競 大訓／3闘19

---,'33.00でJ0311VK/3利lIlしりヤ

J 0 3消80 4 3 3 _ 1 11 M)I 9交9巾

k細 1L―ー^一・氾

大,113濯〗卜うjII 孔9でさす札VlI§t佃舟逼う

*20・45,」03NVK/3尼崎市より，1S3卜IPC/3川辺91IIを呼び出すも1心答なし

川辺郡移動局でわ棺源トラブルが発生し•こいたので可。

2{I・50 1已崎市移動局 (J03'VK/3)も定源トラフルが発生 送受信不能と1iる。

21;00JS3HPC/3111辺郡よりJ03NVK&O「11-「雌峠研屑0111るJO3N'/k応笞Iふし

(JS3IIPC/3 モービ」しより運fl]、J03NVl</3翻卜う111で受信付I1釈旺飼I)

21▲05 JGI;JIR（大輯9)香川県大Ill群tl,183HPC/3より(])F丁Z-FM愛好会各局呼uリ」し

電波を傍受 JS311PC/3と交信、



大野UJ移動局とは現在電源 lヽラJ)し発生中で可、 J03NVKに連絡願う霞文受信

(JG5JIR否111漿大川郡よりJ03NVK/3府LLIL"ば溶仙有99屈蒻も9請咋"')

西旦』]-J03WGD（和I雌）人l坂西淀111区、 433.IDMI位を交信中を傍受、呼び掛けるも

大阪 LJ-Jし局に消され交信己きす（憐籾雌11..ばされる， 99肱F3(FM)翻鯰闘釈昴）

JO3WGD局宅へ有線綱話で『大野山移動局は電源 1-ラフ）し発生で送信できり＇

J031IVK局に迎絡，碩う』常文を伝遠9<’°

』翌但g―石LU局長 ()9輯別II屈）はJQJNVK/3に連絡を9るため 433・OOMII2呼び出し因波

数 C_J-1し可る。― -Jll3NVK/:JC,市ハンデ—r-1111 で受信（応l:1,'433· 10l冷）

433.IOMII,で交信『大野山では毎源トラプ）し発生中』の件確忍

尼崎「1」移動局 (J03NVk/3)も『霜源トラフ）し発生で修復中』のごと大野山移

動屁へ湮餡を 99 む• ---,JSJIICC/3に碓実に伝達していただいだ。

以後 大野U」移動局との連絡／jとれて 両移動局の毎源も修埋及び代替え

で尼lが1i(i91l|91:I§)移動局と兵廂累II|以！群（人,,11) 直接交信ができて No280 

f-「?-l"M愛 ‘ノi9’ 三ーティングを大野山より実施できた。

＊その問 ,IS3llX「は9tI/3小l：ート月）は携帯霜91でJS3卯 S(t月91i）に連絡 部品の搬送を(K9頁

JS300S（池田烏長）は大野山向lプ干 ピJしを走らせていたので出

途中でトラプJし1!1消、各交信／j回復したのを確認、途中引上［プりる。

FTZ-FM愛好会各局は4330(IMIIz呼び出し周波数杏よくワッごJし必要ほ時に

最良の通信手段で伝達、対応ができることがよくわ／j冴恥

おでん波パーティーの方は多く局が受付けを参加費430l')払い『おでん』食べ楽しく

JJ（ポー）し中突如集合ガJjガる III軋IJ人出103NVK) 2991横列での人数確認の点呼である

きよつけ、右へ拉ぺ、きよつけ答号、一時の緊張を経験をしていただいて全贔で参

加人数の1惟駆をしまI/た。罷終参加局 50局で禄後よて残った10局程で手分け良く

後片付けも短時問で終り、楽しい収穫の多いアイボーJし会でしだ。各局ありがとう l



q 5サ マーアイボール会写瓜渡 L会

盛況に終わった I9 9 5年サマーアイボール会（湯ったり愛ぽーる）

）写真渡し会をしょうと言うことで、写真の出来上がリの日から渡し会
）出来る日はいつかなぁーと言うことで 9月 23日（土）に決まった。
そして写真渡し会には、毎回サマーアイボーール会に参加できなった人

，、来られているので何か他の催しなどプラスして、サマーアイボール

；に参加していない各局にも楽しんでもらうと、カップメソを各自に用

［してもらいそれを食べながらわいわいと楽しくアイボールしてもらう

言うことで話が決まりま Lた。そして、 JQ3TWQ(満國氏）が月
うどんがええなあと言ったのでその案を頂きました。

9月 16日（土） FTZ-FM愛好会(T)QSPタイムに私から (T)QS
を流してもらいたいとがあると JQ3NVK (小中氏）に碩みました
私が QSPすれIiいいのですが I6日から I7日の間ツーリングのた

＇不在のため）。その日、小中氏は、仕事のため帰りが遅くなるので J

3 B I Y (小中氏の奥さん）にその Qs pをしてもらうことになりま
た。

QSP事項の内容は、写真渡し会＆秋の夜長、月見うどんを食べよう
と題して、武庫川の堤間（尼崎側）で月見うどんを食へませんかと目

ことで持ち物としてカップうどん、生たまご持ってきて下さい主催者
方では、お湯を用意します。但しカップラーメンを持ってこられた人

は、おはお分けできませんので必ずカップうどんを持ってきて下さい
QSPして下さいと JQ3TYL→ JQ3NVK→ JK3BIY-F
Z-FM愛好会各局へと連絡が伝わった。

当日 9月 23日私が集合場所（武庫川堤防）に到清したときには、も

すでに数局が来られていました。お湯を沸かす準備、アンテナと無線

の設徴をしている間にたくさんの人が集吐ってきました n

備完了、今回夜のアイボール会では初めての試みで参加局の出席と忘

物チェックをしました。

I : 2 0現在 24局の参加、いつもの写真渡 Lアイボール会の参加人

がこの時点で集まっている。 JI 3MLS （長友氏）がメイソ付近で

真渡し会の案内をしているようでまだまだ集まってきそうと言うこと
した。 2 2 : 0 0ちょっと前から第 28 5回 FTZ-FM蛍好会オン‘

アーミーティングが始ま＇）ました。本日のキー局 JQ3TWQ/3尼

市アイボール会場からのオソエアー、 FTZでは異例の途中でのキー



局交代で Jl3MLS、そして私の 3局で無事 28 5回オソエアーミー

ティソグは、終わりました。

参加局数 52局、免許申！青中者（コールサイン待ち） 1名でした。そ
して忘れ物チェックではカップラーメンを持ってきた人誰もいなかった

箸を忘れた人 5人｀玉子を忘れた人4人、全部忘れた人 1名という I自果
でしたロ一度だけの QSPで椎もカップラーメンを持って来ずみんなが

カップうどんを持ってきた事は、非常に優れた伝逹力があるんだなぁと
思いました。本当に楽しい、秋の夜長月見うどんを食べよう会になりま
した。

...、-・--・---・
I 玉子を忘れた人 箸を忘れた人 カッ？゚う｀ーす文―三~I口二 6 人 1 ど↑I~~t~I

p s この伝遵力を活かした実験を拭しますので、又各局の御協力お
願いします．

JQ3TYL 伊丹市 三村昭一

- 2 -



1006 01. 11．匝且八-'一人詣災発生 両日の交信-μ狂t
JQ3NVK 

JQ3  NV  (l|9919911 

芦瓦l」内(DJR列車内でJI！濃に遣遇し国逍 2吾綜ぞいで尼崎市にたどりつき、受拓

ち地域内で火災発生、当分団 (9は頒IIii動中に応援tLI動、消防凹活動と付近の挫J里

後のアマチュア無屈開局、

1 /1 7 ' 

1 9時 49分開局

4 30Mll,-f31トにて間局各た面（り1頂／j面1名局の安否と被害状況の把渥l2つと

め、次の各局？〇局と交信

Jl(3SJE,1.13!11G,"31"1 JIJOZPJ0300W （月念） J 1 3 M I S J 1 3 N VN (9 9) ，I N3 A J n (9 9 1 

JF3B「F(i99） イ也9lIIIhbi9i返8且喜扉 9’I9祁9919n 月9祖点＂＇ U"月99i

JE3CDV (K991月1J193「YL(9,'I 

各局(])""事を確認できだ0)で弓 11、実l庄俎波をwi,ない (tれ訳9It1)19版の住民と

釦村が大蛮がつだd)で可 u 遠く氷都、奈良、冨m林、大阪方面からId兵紺県

名局(l)安否を気遺つての交信でii'{])」1り1成l,l大丈夫で西宮市、芦辰rlj方面19l被宮

は大さいどヴ。こ 0)栢は削皿0)伝達 I.91J‘でさなJjった 全1本/Jl被囲状況の11門屋

if ＂点 TI9なかつだ，，声が問-えて安心と勇気て1いたと言＇）てもら一 91ミ栢で可

し―'の1禄/J交信で’＇虹 l|這れだ と 言 っ と JQ3―「 Yし ({J9月市）二村局長

に固波数を引き姐いだそうと叫

』 OCI―YL （三閥Iii阪神大腹災直後の私のアマチュ）憚綜運ro)i]国

2 11,i 2 4分 JQ3NVl<Jび応l紺ざ

2 2時3旦紅

J,.13MNl/3（加91d、し1.地陵(DIさめ避難所（芦厨ll立岩釦＼学校Ia)校庭

からの祖波を受信、岡野さんから、大阪方面aJ破世状況を閥／J‘れ、兵庫県に隣

接しているjh14多少(/)被阻あるも大枕夫で可と、 1云えると如じされました。

(,I J 3MN I局よりの報告 別紙和） 1

？ ？時 52分

、IG3AVX!ft,、l’’0雌）こ交信中

旦2U寺si..1..!l_ JQ3VNX プ l,•一・クイン

J03VIヽIX(h9，祖l|糾1県外に住んいる身凶と迎紹を取りだいが家の篭括では

回船）'/つがらない 公衆砲話Id、長1f1(I)外17,可、伊丹、尼1合、鼈話がつ1，Il1れば

連紹頼むと受信 交1勇LI」にワッチ局 山口局長 1肌）が、可IJ9やく躍話をかけら

れう甜くつなlfL)お互いの家族(DiII戸ドを確認引ることがてき／'" J03Vl✓ X 

1雌 99ll月9) 局1よ傾いた寂、隕し9たアンテナからの交1酋でした。

ハム1lll間1こよる、素l隔らしい連携プレ・ーである。



J 1 3MLS (！翡！） J 1 3WV卜1 （卸刊）

7 /1 8 

lth腰発生直後より尼崎ローカ）し各局r交信、各局協力して）Jス濡れ罪生等消防

に通報、各局に江意召るように伝達 Jる。 19翡9ート翻I則）

JQ31ヽlVIく (II，叫平91

2 2時 1旱 L問局 JJ3CKSI!り、 19月9）と交信、

2 2時 21危 ,JP3MPO（礼雌鰈 1111月9）と交信中、

2 2時28分. J日3 I宝塚、 局長） フレーク（ジ

神戸の板宿付近の状況を知し）／こいので可が、

でいるので司 1J、安否がわからない l

両親／j板宿(J)l朕測誼リイドに住la

J03NVI<; ,JP:JMl'O 板宿方面の状況判りま弓ガ？

JPJMPO-ひどいで弓！今から板宿の映匝腔リー（ドの状況確認lー、単単で走

し）団しようガ？ 単車であれば行けまgO)で

JQJNVI<; 

立旦立

お願いしま可 l ではJ日3 局ての酒絡ら法LJ?

篭話 I!舟翻だ―)/ci?) がつなガると思いま可 局 舌で弓、

雷話がだめの場合、 2の周波数をきいてい敗 dお願いしま可，：

'cL= ・,J P 3 M P 0局 確認できましかJ八さお 3lJてお願いし謀可 0

J P 3 M工旦 f解 JH3 問 達賂しまgのこわ柏も文ださい、

己旦旦 よろしくお願いし訣d、

JQ3NVIくでその後各局と交愕、安否確認を続ける、

>i.i一旦

JP3MPO、JH3 ｀両同より連絡が付いだと、交偕伺 t)

合から板宿応」き走りまサ、肖り難うごさいましん。

戸マチ 1炉無線伝達 単申移動調蒼 電話連格 i119線による連紹府翌

ローjJ1し ／＼ム1申閻の行動力（試甑耗） 単単機9)l力 君話の確実 IW紐III

各特徴をう註く使っての連携プレーでした。 (JP3.0I憤l：雑以ート依偵餃）

JG30DB （観雌—) JG3QXF （丹様弘） （レ点ート鱈樟1,1

岡局1副）ックサックにハンデー機をいれて、単単で西方面（靱闘怖）の生tt"）

安否偲認1ごJAJY[3G（屈り肌l姜9訊苅観閥）と 43 (） Mll？で連路網色確立して

IさえずJA3YBG局と連絡をどりなガら活動され、全員の安否を確認され応

JQ3WGD(El|l肌1JI-13ALy （凡II加）他各局は随ーの通信手段であるア打ll1線

(430/1200Mll,l !視を IM 

愛好会各局の安否確認1了走り、 1200/430MI[1で交信、）しー 1ヽ案内と安全確認を

とりはがら多くの各局の熊事を確認できましだ。 （l浦卜位罰I

□ -)J) し 1•Mモードの可ばらしさと、ハム仲間の心の通信d)g ばらしさあり喜う 1

戸「 Z-CM愛好会各局let、以後各局の安否の確認と1/29阪神、淡路大歴災義1差？イ1'-1し令

実訊り連柘を g る、集合局 (9信—1遠揺）的屁、 2/12より 8 J 3AMR局運用とI,［か



阪神大震災直後の私のアマチュア無線運用

］月 17日、地痰が起こったときは少々のことでは目を覚まさないのですがこの日は目

が覚めものすごい地霞だったなと思、って家の •11 を見渡したところ台所が一番被害が大き

かっただけでした，そして仕事場へ行く途中、周りの風景はすさましいものでした。仕

事が終わり、家に帰って各局の会話をワッチしようと無緑1月の電源を入れると昔段間い

ているときより静かだなと恩いました。

133,06Ml17でいつもの声 JQ3NV]く（小中さん）の声が間こえました．

その時、わたしはほっとしました。小中さんIJ、いつものように各局と交信されていま

した。交信内容はいつもと違い安否、被害情報の収集でした c t)、もその時声を掛け元気

ですよと話をしました，そし，（小巾さんは、今日は“疲れた＇＇と言うことでこの周没数

を引き紺ぎました，

運用は 21時 24分から］ 8日の 0時 26分まで各局と交信をしました，交沼内容は

地裳叫繹とか、無線局の安否情報などでした。その時心に残った交信を書きまり

J 7日22時 36分より J.J3MNl/:I(岡野さん）芦厖市からのお声掛けです。

岡1予さんは、替屋市に住んでおり、地裳のため避難場所（料屋市立岩園小学校）の校庭

からのお声掛けです。 IMI野さんからは、大阪方面の披害状i)・しはどの様になっているかと

聞かれ、兵庫県に隣接している市は多少の被害はあるものの大丈夫ですよと，伝えると

岡野ぶメ、It笈 rヽされたようです。そしてアマチュア無線で初めての人と話をしてこんな

風に心が安らいだと言われました。体育館で家族が待っているのでということでコンタ

クトを終了しました，それから 1以降このことを巻っかけで時々こうしんをしています 0

22時 52分・より .JG3 AVX (山口さん）との交信中 22時 54分 JQ3VNX

（森1[［さん）のプレイク，森Jilさんは、芦屋市に住んでおられ身内に連絡を収りたけれ

ど家の電話では団線がつながらないし、公衆電話は長蛇の列でと言うことて尼崎、伊丹

り）方から電話がつながれば連枠を取って Iiしいと言われ電話訴号をメモしている間に山

日さんが先に電話され今電話がつながったと辣株で言われ通常ではいけないがこんな時

だからと言われ電話の声を無線でリンク、森Jilさんの声が出てくるスピーカーに受話特

をつけて、家族全員元気にしていると話をされ吐した 0 縣／l|さんは、傾いた家、傾いた

アンテ・)からの交信でした。

あと、貝塚市の方から JA 3 Ji'1 I鹿岨さん）の哭家は、大丈夫たと伝えてほしいと

首われました。タイミングよく翡l開さんが出てこられしばらく貝塚局と交信されました。

等々たくさんの各局とコンタクトをして、私も勇気づけられたことがiRI』ありました，

私が地裳当日の交信で思ったことは、アマチ`.,•ア無線とは電波だけしゃなく心と心がつ
ながれば、どんどん友達の輸が広がっていくすばらしい趣味たなと思いました。

.J Q 3 TYL 伊丹市三村昭一



阪神大震災直後から私のアマチュア無線と行動

1月 17日午前 5時 46分、地裳か起きた“ 少々のことでは ELを覚まさない私が

目を冤吐した。非常に大きな地窯だったなあと息いながら家のr|lを見浪したところ、台

所か崩壊していました。すで1こft争に廿1かけていた弟が家は、大丈夫かと仕事の途中で

帰ってきた。そのころ私は、神戸、淡雌方 1/jjて大J也掟が起きたという単なと知る余池な

どなかった。私は弟から地震の状illを間いた←

弟は、 1Uトンダンアに乗っていて地襲最ト／jから休戦したという。まず最初に岱のよ

うな肖白い閃光が地面を走ったと息った料間．ダンプが上下に飛び跳ねその悛ダンプがこ

けるかと思うぐらい左右に1屈られたという，＂りもアマチュア無線を連 1廿していたのでい

ろいろな情報が入ってさたものは、国道 171号釦'1戸l⑬ |i乱架橋がおちている、そし

て1収油／jl月駅か崩れていると間き、その情報と共に家に帰ってきた。

そして私は 1L取 島1こtiく途中の周りのJm景は埠弾でも維とされた1殷に見えた，私の II

事は、オー l、パイ、自転車の修理l版売ですが展示中のオートパイ、自転車け、所狭しと

必れ匝Iっていました。この日はI,甘の中の益埋で終わり家に帰って各局の会話を聞こうと

無絲椴の電源を人れると背段よりも脊9かたった．

4 3 3。 116いつも 0)社i. J C↓3 NV  K (小巾氏） 0：1声が間こえてき庄したーそ 0)股I

問、 11つとしました。小巾さん1ま、いつもり）ように各局と交信をされてい吐した，交信

I刈容は、いつも｝は浦い名J苗0)安否 跛柑情報9)収集でした c 私も店を 1井1)けんきにし

てよすよと話をしました，そしし（小小さんは、今 flll疲れたと百うことでこの周波数を

引和11巡ffiをしました。迎Il,1は、 21時24分から l!iflの OUh 2 1｝分まで各・局と交信し

よしたり交信内容は 1世践 0)被宵とか、頻線 1函 0) 安社ttい11 などでした．その lrわ、心に残—'

た交信を当きまず。

j 7日22時 36分 J,） 3 M N) ／ 3 (IIhl野氏）芦屋市からのお「町井けです、

岡野さんは、芦屎市に住んでおられ、地戟 0)ため避難所（芦尿市 1し岩l見 lヽ 字校）の1如庭

から電波を出しいるとのこと。 1岡野さんは、大阪方面の被害状況はどの様になっている

かと間かれ、 Ithじ県に隣接している市は多少の披1!1はあるものの大丈夫ですよと、伝え

ると、 I9i」削1さんは安心されたようです．そしてアマ "J-」ア猟9桜で初めて 0)人と『I,をして、

こんな風に心が安らいだと酋わればした。体躯館て家蝕が待っているのでと交信を終わ

り庄した． I蘭I嬰fさんとはこの交信をぎっかけで数回交信しました。今は、常謂場所から

出ておられてい；［す。

2211152分より JOJAVX(1111こIIt）との交位1,2 2 19、t，5,1分I()J VN  X I森

川氏）のプレイク。森JJIさんは芦屋市に作んでおられ、親戚に連枠を取りないけれど家

の電話では同線がつながらないし、公染電託1J：長J記の列で電話が掛けられないので尼崎

"" I 



9|i、伊J'I市から電話がつながれば速約を取っ（ほしい、電話滸号をメモしている間に山

Uさんが先にでんわされて、今龍話がつながうたと無線で言われ、甘通ではいけないか

こんな時たからと電話の声を無線(');.,y、森JIIさんの声が出てくるスピーカーに受話

器をつけて、家朕全員元気にしていると話をされました。森JIIさんは、傾いた家、 MIい

たアンテナからの交信でした"

後、貝 1尿市の局長から．JA 3 FM I脱嶋1応）の実家は、大丈入だと伝えてほしいと酋

われ吐した。タイミングよく鹿嶋さんが出てこられしげらく貝塚市の方と交信されよ L

た。態災直後に沢山の方と交信をして、私も柄気づけられたことが沢山ありました。

地襄より 2、3日がたち、オートパイを買い求める人が1£つばつと日 1¥ち始め：tした

西宮市の会社から、自転車を 2()台ほしいと電話が入った“それを納車のため 2台の軽

トラックに積み、辿宮へ向かった。浬i在は混雑し，車の間をすり抜けていく。オートパ

イが今吐で見たことないほどの数か逍蒻狭 l，と走っていく。内宮の会社に到着、会社09

人にこの自転車をな1こに使うのですか、と 1,1くと目転巾て出社してもら）んで｝と甘，

てました，

それから数日の間にオートパイは数十白、自 i転車は十薮台売れました。

みんなは、身の圃りのことか陪ち着くと、次には会11ハ、0)出動を考えたと灼います。

背段、電京、ハスなどの公共の交通千段て：I9動していた人たちはへ車では出助できずす

ートパイ、肖転車で行こうと考えたみた＼ヽです。そのため私は仕 9ドに追わ／Lアマチュア

無絲の運用はあまり出来なかった。 1月 21日 1士） 21時に付9グ）良いオー 1、バイ限り

2名と私の 3人で西酋に住む熊線家の家を訪ねる事を計画した。この日は地袈俊Iiiめて

のFTZ-PM愛好会のオンエアーミーティングがありその時間l大1に見つかれはいいの

だが. 2つ、 3つり）避難所を 1団ったが見つからなかった。 !fl 2 n IJ、F1‘7、-FM叫

好会の新布アイポール会を哉援アイボール会に変更してアイボー）L会を行った，その時

に21 Hに探しに行った西宮局の消息が分かった。 jIIl戸北区の方へ避難されているよう

だった。アイボール会では、今の神戸方面の状態 これから何をしたらいいのかの話し

合いが夕）iまで続きました。毅1没アイポール会から 2辿11111幻私はli[1宮て 8.I3 AM  I頃i

宮現地射務所でポランティアに参加しました勺

p s アマチュア無線は、電叔だけじゃなくて、心と心かつながっていくすはらし

い趣昧だなと思いました，

.I Q3  TY]→ 

印2-}月安竹ふ
納]り

伊丹，Ii ー＇卜／ II廿
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笛災時に思ったこと

L直後19払の安今と部屋の整理をした径1・ ・ ・午前9時頃、パッテ'）-1ま偲任たったので、非

常通19の確認のためメイン・ワッチするも、モービル局と被害の軽かった地城の同を片心とす

る混乱。

2・ ご（少数火災，人命救助の「非常」を前置しない。しかし、一聴して現l易のせっぱ詰まった状

況が想像できるあわただしさの通信が入惑する。

これらは多分、ハンディ限によるものであり、通／吾の目的を達成するためには第ァ者のしかる

ペき中継が必要と思われるが、 QTHの確誇もできぬまま1どこからのSOSかもわからない1

QRMにかき消されてしまった。

残念なことに、たとえ当局がコンタクト出来てその内容を中紺しようにも、消防や救急1よその

-I牛一件には対処できる状態ではなく、又はその」 19番すらかからないのであった，

3,反省としては、非常通信はメイン刷波数で行われるものととらわれてしまって、炉．o0011批以

外をワッチしなかった専。

ひょっとしたら、どこかで、もしかしたら奇数周岐数で有効な交信が行えたかもしれない0

4 ・ラジオの信報ゃ，滑91．していたが、私的なものや蹄悪留ハレンチ無苦な妨宮が入らないだけでも

安心して聞IJた。

ふ結局、非常通）言の受19•中継をあきらめ、ひたすら在しい惜報を求めるためには、閻業放送に

頼るしかなかった。

6．食料や水、毛布、ガスカ、ー！、リッジetc物質の供給は公的恨閑でなされると思った。常話恒l線

が非期にパニッタになっていた-'初日から 5ビ目くらいまで1

被災して命が助かった人の屁1/）の仕串は、自分の無項を家族や灯仏1こ知らせる奉であった。（と

れは通信である）その通信業務がパニックだったので、同し通信築務を庁）るアマチュア無椋家と

して役に立てないかと考えた。私の考えは、芦屋展望台あたりに移動局を設窟して、被災地的

から発放される9＼ンデ叶棧1こよる交I目を中継又は、援護する。特忙、安杏9報1こついては、個

人のプライバシーにも関わるが、車の重要I「から芍えて1態人の依頼による交信、電話番号の秘

密を守るための目数表の使用を前提とした暗号の禁止等々の常波決に反しても、実行すべきだ

と屈っていました。

-l -



？ しかし、現地の様了を耳にし、同に(TVで1するにつけ、自分がノコノコと車で出て行く単こ

そ；閻［』砂因であるかと考え、 週間後に自転車で西宮へ尼を踏み入れるまで、行勁を自粛し

ておりました。

8. ì II Kl2chによる安団9報の効果を考えてみると、

／了
破災老パーソ J-ル~ ＿…ナパ・・ツ刃l91見聰者全休

ロニニ
中間部には非常に無駄も多いながら、有効であった事を者えると

被災者パ~ー•9バルーー・→ポランティアアマrュア無繍•一ー→特定の知人パ・＇）ナル

終始個人の要望i：そって動き、個人の秘密を守ることが出来れば非常に有効であったかも知れ

ません。多くのポランティア問の協りが叱要ですが・ ・ ・ 

°・今[bJ特に痛感したのは、昭貼IPiietc)による惜報伝報は催実性に乏しく、データが入卜 9夕附

来ない車です。 1足って F2によるパケット通I目が、特に外側から被災地を支援しようとする無

綿局には不，'/欠と思われます。ただし、文室として発表されたものは内容が伴っていなくて

もそれらしく見えるという欠点や、支援局から現地の個人阻人へはもちろんバ,,,てはなく、

ペ・パーコピ-で内容のしっかりしたものを速やかに伝える専19忘れてはなりませんn

l°・ 販後に，

正直に告白すると、以上のような事は非常時には全て．JAHLの本蔀が承知しており、マこー：L

アルもあり、そのための非常通1月911隣であり，支部であり、組紐であり、 i凡去に実績もあり，

Hせておけば良いと思っていました， 1勿前、自分は何もしないというつもりではありません1

しかしながら、所腔アマチュアは素人であり紐けなげればならないのでしょうか？

考えようにJつては、アマチュア9埓線同は本来の聘業を持ら 1その直では1,,1その上に 無餘

技衛を條得しているわけです。おまけに無綿以外にも多くの特技を持ち、友人 知人の多い人

9A巣まりです，」こんなに頼りになる素人の紐織が他にあるでしょうか。

もっと役に立てたかも知れないと、菩をかみしめながらもできるだけの車はやったのだと自分

に再い問かせながら、~ ~ 

J Q 3 r『W Q 満団I '聡
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FTZ-FM愛好会 J03NVK が 1,1敗

1月17日地窟当日、私はたまたま 1木Rであった。地嗚リの音で目覚め、届初の揺れで
「これは大きな地哀だ」と感じ、となリに程ている夫1こしがみついて＼ヽた。揺れがおきま

り直．,,音開の中手探＇）で装中竜 i1を探し、自分の周＇）を見るゆと ’Jも焦く沃共々 T-119,"
9S屋に飛んでいったところ，長女の部屋の扉1よタンスが国91かか＇）開かなかった。廊下か

ら了供の名前を呼んだ所返串はあるが9加）ないと言うことで，夫と 2人で扉をこ LI9りIt入
って見ると長女のべ 9 卜には本棚が'"91ガラスが9t乱 L、その下でり l助けて
1」と泣いてしウ L 、散乱した木ゃ）j ラスを 19~ づ 19 長女を助 11 1Uした C

次女の部屋は無卓であ，oた，家具の配置が幸い Lたのだろう，9廷l、した部屋のり911ヽら毛布

を弓lつばリ出し干1JIに被ゼ、）］ラスで足を旧ぅぬよう 91をはかビた。外では非常ベルが嗅
＇）唇き、 「選難場所は小学校です」と誰かが叫んで 1＼た。夫は「1可とかマンン＝1ンは人丈
夫そうだからこのままここで待憬 Lよう。外は1"，が病ちてくるかわからないからかえって
危険かも知れない。Jと言うこことで家の中で待機すること LL t., I股'9合えず坦91用の荷

物を追リ、もし家族がバラパラになった時は小学校で苅ち合う約束を Iた。この間時間の
吊；肖はなく、気がつけ 11外が明くるなっていた。用気9」回復し、テレビではjt1沿もの悲t参さ
を伝えていた。気持ちが少し落ちついてきた頃職場の~とが気になし）だした＂しかし i上直
なところ今家族をおいて職場に駆IIつけるという気持ちになかなかなれなかったら子供遠
は恐怖1＿窟え、親のそばを甜1れようとしなし 9。そんな子供を開し 9て・・ ~でも私は冦護婦

だから救命活9J]の応援に行かなければ．，・こんな気持らの息藤をして 1、るときテレビ
で自分の病院の崩壊を伝える報灌が流れてきた。「1うかな11ればJそう決IJil，夫を見る:’

「家のことはしヽいから行って来い。何かあれば小学校で待っているからJと言ってくれた。
子 1J9 を説得 L 、バイクに乗って病院に駆ii つ 1~I t•O 

病院はまるで9}殷病院のようで非常In自家99珂のみの明るさの中懸命な9ク命活動し当
たって 19にいつもの待合いの椅子は簡琴ベットとな＇）、あちこちで冠 99婦がすでに処習
に当た＇）、次々と来院する患者で騒然としていた．、庄た史衣室~の向かいにある会譲室が認
安室に変わ＇）、 ＇tの廊下では家族が呆然とした表19で牲っ（いた。婦長から外来はいいか

ら病棟の応援に当たるよう支持され、エレベーターが槻能していなか，aたので階段で 7階
まで駆11上が 91たC そこもいつもの朧頃とは違い廊下1J水道怜が破裂 Lて水浸しにな，て
し、る L、詰め所の中は点滴の瓶ゃ心竜図モニターなどi間に置いてある全てのものが；9らて

散乱し、唖然とした。しかし幸いなこ t：に入院患者きんに 11か人はなく i11i会ルームに搬送

は終わっておリはっ rLた。駆IJつけた后翡 h9仝目で手分けをし 1「づけを終えた。
面会ル←ームでは家族の安否確認のため、公衆翔991-9，1ができていた。私もi両親や姉妹の

汝否確認の霞話をしたかったけれど、艮い列に並ぷ賠間のゆとリがなかった n病院に駆I!
つけた今ここで人きな余籐が来れば、夫や子1JI違と座絡が取れない，｀tんな想いか↓99ムは
無線の免許を取る決心を Iた＂

無椋の免許を取る決心をした当初は 1固人的な態いからであったが、その後色々なt99甘収
楳が必要であることに気がついた。テレヒて Lてくれるが、こちらが

欲し 19と患っている情報はなかなか入って来ない。今@FTZ-FM愛好会を涌じて色々
な方と情報交挽がでぎることを知リ、非常時には一刻でも早く 1"豆入手し、整理して活
用してし，＜必要性を感じた，

そこ c今回の搭災を振り返リ t'んな199且が必嬰であったか i整理し（みた．，

合国の震災では神戸 1こ被害が虹l’ しておリ、テレビでは神戸での被害状況1こ99中してい
I• 。 L かしもっと身近な惰 99 として地賊別な被害状況が欲 L かった。自分の住む町の道躇
披吉や公共施設の被害状況である，

医挽 iJij•で言えば、例えばけが人などはどこの病院で見（くれるとか、との道が寸斯され
ているからどの；員が涌れる rか 1病院，1医粽によっては被吉が大紅く槻9ELてい熊L9とご
ろもあリ、出向いても問いておらずまた次の病院を探すと行ったロスを生じる事もある
筍5)また病院間での連絡として救急活動をしておれば応援要99ど←か,,院など受け入れ状況



i t どうか，また足＇）な‘し滋品状況 9119,•窟で壊れたリまた入！罪がでおなかった＇）で不足 l_ 1 
，、たリしたため）の 19報交1●を Lてお互いに助 i／合えたのではなし、か。

日芹生活 9面で言えば少し離れた尼綺や人板では食料の調逹ができることやお風呂 9し｛

入れたなどj青柑があれば被災地域で殺到ゃ混雑け消けられたのではないだろうか，充 t嘩
らでんのし，る家庭ではミルクやおしめなどもどこで揃えることができるか等の情報も必

要ではなし、かと巴う。

よた払の家庭のようし昼間は教助活動等で留守の場合、広根東からのIh99が191られない

ためどこで水や食99 の●註合があるのか棺らなかったりする為、使間にも •199位を流してくれ
るとあ＇）がたいと胴う。

浬距部通14をLている学生にとって、学校と連絡が取れず休校なのか翌校しなければな

らないのか招らなかったという意月も問いt。そa,t，rきも辺くのアマチュア無線家の，9
が学校の状況を流してくれるとあ＇）がたいと患う。

以L色々なことを書いたが、1青根を交19する 7’ クセスの方法ゃl｛岱な t：これからもいろ
9ヽろと取リ決めて 9、かなければならな 9ヽ事が多 9ヽど思う m'今後二用とあぅては 1111なし",

害ではあるが災吉はいつ起こるとも恨らず万力＇ 9 ～災官が起-れば即活動できるよう Blii
J：＇）肋 l練が必要である r思う m今後こも FT Z-F M愛好会の成すますの御発展を・，'より
熙 9 ておリま I.
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小中幸雄様 IJQ3NVKj 

前略 先日は初QSO穀にありがとうこ‘ざいました。当日、ご依机員のありました腐災時の様子、大

変稚拙な文茸で申し訳ございませんが、送らせていただきます。

ご依頓の主旨に添わないようでしたら、破棄していただければと思います。

これからもよろしくお願いいたします。

〒65 9 兵限県芦屋市浜町10-3-A

艇野仲伸 l,JJ3MN11 

1 99 5 09 ・ 0 5 

どうも文茸は苦手です。アイポールの低会があればその時に、口答でお話しさせていただければと

思います。色々お9,'しできると思いますc

娘の渓災後初めての通勤時間、 7時哨抒々 ・

以7の文室は、当時色々な紙切れにメモしておいたものの-部を、そのまま宙き写したも0Jです，．

喋災当時の精神状態の中で認めたものです，大変読みにくいど忠いますが、同封しておきます。

*l月17日 PII～夜

給水申吋ゑろに長蛇の列、おじ知｝の配給。

やたらと99 しく鳴り響くサ~ilノン音、煎型を上げて燃え盛る炎、屋恨瓦が全て落ち―l9繭i分がつ

ぶれ、二99部分が道路協1こ。また全壊した民家斜めに傾いた箆住。一＼二？齢l；分がつふれた六

階建てマンシ9ン、塀がそこらやたらで倒れ、パンの9始にダッシコ。滸難頃所に続々と集まる

跛災者~曹•

全こピ泣ン管の中の出来事と考えていた。

＊避難場所になっている小学校の多目的ホールは、新築間もない方は既に渦員で、入ることが出来

ない。仕方なく、］日多目的91やールに行くが、ここは先ほどの所とは追い、まだまだ余裕がある。

場所を確1屎し、松庭に出て、アマチュア無線をワッチ、 ll]38分 JQ3TYl周さんと交信する

ことが出来、ファーストコンタタトであるにも拘わらず｀』快く応答~していただき~また併せて自

重な情報を得ることが出来た。その中でも「大阪の祓害は、三宮、苗屋、四宮と比ぺるど、ずっ

と少ないらしいですよ！」と言う情報は、何といっても心を落ちつかせる扁良の梢報でぉった。

芦屋がこれ程なのであるから｀大阪の被宮は当然、頃滅），態であろうと思像していたからである。

この交信の後は、食稲の配給や給水にも慌てる串なく冷静1こ、 i'，J]出来るようになったa

昨年6月に免許を取得したばか加）アマチュア郷細であるが、本当にやっていて哀かったと思う，
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＊水の確保 1日出来ず。

2日目、滋賀児からの給水車4台と夕方自涸窮の給水車3~4台が到岩。長蛇の列が紐く。

食料に柑iっては1日目夜給食用コ 9ペバン半分と剥いソーセ・ージ半分。

2日目訊こぎり 1コとコッペパン lつ 9 ・といった状況。お年寄りにはこの記罹合、給加ま大変

な屯99慟である。遅れてぎたお年寄 1） に19受け取れたのか 心加惰む。

L日目の夜。避難場所は朝まで詩まることはなか・3応兎に角宗い、ラジオからは氷点下を下匝l

ったことが流れている。

ノュラフではなく、毛布だけの女房唸9はあまりの窓さで｀なかなか眠りにつけない様千である。

柑変わらず余届が綺く。無気味である。女房殿がお年寄りにホカロンを柑すu

* 2日目の夜r

企員、'’乍日来の疲れが出たのか、浪い眠hに入る。静かだ。時々大きな余腐が来ると、その度に

いびきか止まり、そして99'数以上の人が起登上がり、周囲を見回す。安全を確認して再び浅ぃ眠

りにつく，揺れに関して全居が、異営なまでに神経賀になっている n

今、シュラフの中で隕になり、こうして含いていても、揺れを錯覚し地震ではないかkピク,,

とする。？ R呂6；夜が朗1)ようどしている，

＊ガラスが散吼しているからとは云え、 1 0年来住んできた部屋の巾を土足で歩かなければならな

ぃ， I韮なさは、無念で何ともいえない気持ちでいっばいであ恥

＊関段l、イレが2H目夜で音応ここでもi3年寄り1汽ぎ労していた。

＊へ＇）コブター 9前送を、なぜしないのか？

＊自衛隊¢}）]は大きい。

＊イカリスーパーが存犀品を展災当日、無料柑蘭，

索早い判断／Jに119l19。それにしても従業員の方の家族は大丈夫なのかな、気にかかる。

尋所のお年寄りにも囲19てくれたかな’'少々気にかかった。

＊大版の仮住まいから毎日、芦屋＂）家に片づけに行った。入悦花芦困を行き来していると、淀 JIlを

境にして商方の街の楳子があまりにも違いすぎ、そのギャ・リプの大きさについて行1)ず、禎神内

1こパランスがとれず、毎日が疲れる。了廿1達からも笑顔が無くなった。

＊解体した物がマノション賄地は 小さな四角いサラ地だった。

※まだまだ沢lIIあるのですが、今回はこの辺でこ無礼します。．ズのような文意でよろしかったので

しょうか？うまく習けず市し訳なく恕います。

4.~ 



岡寡

どんな柑名な 1ヤ取が、 どんな貫珠で胄さ椒っても、今担lの光景 9:OI浪 1「哀境す

る淑 19ill氷ないだろう。

1 9師、 n1,11 ""  まだ if月気 9tの抜 11白 9らない未 I/11こ央'，9Mつにあの忌々 Lい

III米● If、 一 919涯忘れる●の Ill氷なし99nぃ屈い III4; 9.9 9自嵐 1こ慎さ 1:1いて 1，出っ

／こ p

H置 991，閥 9fの"たたまレいべ II’ リJ音1こ月庄直：""彎くうとう』： l,ているとさ

Iご9」ヽ とな 1翡tしを閥 I;1こ99

Iン II 地就かな？ I っと息う hn 』I, なく」• ｝、左：／j、 9り1長 1こ5019 / 9~ 9且191J馴

かされた，

出は、最 1月9D小さな 19れがあっ 1.:9}、月 9i1こ「いつ 1’ ゜）地鰻と II直う II」と l“

邸 LIこ[0

今考えるとそ れ 19肋物的な：中簡 99」、"こ閏,,る、＇

すぐに立 E.ti」’ろうとするが、中（月件ゆ肖 I’11l’ilIかない，

グう II Cぅ IIグラ I1,, ,， 1こ 91• I● l, ＼9 19 nではない aif lこj99タン Ii J< •, 

タン ll ji.9 9ン IIと 9・， 9こ和平 .['ih,I，^

ほんの 10秒間の Mい肌の lil米●力'91わり、小ん打 191れがしばら（四皿訊さ、そ,.

・r梱秘が柊わった。

これ 14,''I投なんだと！9l分に 999 "11か仕，l:うと 1̀. が、どう Lても研 a),19が雑挫

でさなし，＂

今、 肖うII1どういう状●'(』 1月419てい."か、 .t1..．r {i「9 19.I：うとしている "•9 か、

いや、何 iすへさんふかが立<I'U糾t＇●れいぬて＇、らも

と1-a もない III束$1こ9●邁 LJこ"9J:: I・ 9 9感ド"ある 9）であるが，，一 ，ー・

この 9991_ 19，船浬できない"'"'ドに[4、9父さん 11、お父さん I11 と叫ぷ次女

の声が II宰から問こえて迅たμ

全―"'手限り 9D,1'、 9I宣 lこi--L'1J禎くが，'"飢の '19で何処に lf'ttこ9焦点牝呉ド

ti-91 11いいのか 、 そ 心 l・I鰍枯が 1叶'1，みネないa

t1゜）焦成が合わない、1：うな 9ajり： Iことら 1:，hが 1.9や、単女目の比成 1,l合＂ていな

か aIこよう 1こli!1●している“

どう 'I,Ja/』t地に●いていれい蘭 1；て‘必 '9,．



硝汲と~レ Iし』世界 1こ突然故り 111 9} 99 /．_ 1梨"、 -I；店／9な匂いの 1―るな、んとも頁牙ない

訊 9寺ちが頭の中を充溝すろ，

「お父さん II お父さん III Iii変 hらず次女り［U|ふ声が 9知

I'のような状糾 1こなっ Cいる＂か、暫く 9)Ili全（月当もつか 9II.、＂

気は焦るばかりである。

汀に 19,19偵● 9)、h、'"'ているタンス 9)～→柿 l~：手が触れた，

1令々にここの状態が 19め［き／こ n

肉女 1-IIIIし／こタンス")}贔さ Iこなっているら LL¥c 

「大丈央か lj'i間いか 1)1こ

Iうん 大丈犬、お父さん早く関 11て III 

f用が L,)かりしている大丈央だ．I

閂分 lこ買い間かせるが、 t Iご令身 1-・感約が戻っ、＇~氷れい a 自分 09兵休 OJ.I、うな閥

じが Lない、ト

flとかレてタンスを押し追 1―j決女和肌 lllII d―●が 11i 米 I-• 、し

タンス d}•F 9」小さな伯間 1こ小さ (Uっ.,い＂（＂ 9:逃れに"で必ふ、し

今弁えると、 マンシ 9ン内で火が 111なかった事が串いした，

りが一火が llIて、逹で t充.I,ていたらと打え．,,と，背 Mが寡く 9Lる息いで，y,る。

これが即孫の姐出りでふが

1月ぼも位1ぽもそ'"奇の取をは U返 1-思いはすが、 flからの"1"'i Lつかりと肖；え、

ているのだが．，．．．とは•って i9 頁つ,,伽ではしんど，． ui する 9I ！よできなかった

のであるが．．．．．、耳に記 t• t 1• いる育 I 阻 1111'. ぅ l, ても凶立り）「お父さん 1

勾父さん II Iと●づ声以外『l＂魚い tII1！ない』＇

ぁの 9月間 1I9に床 0),I’0）令ての 'liD が 1• れ、 ""'ン屈辺",..く＜り索風が 19999 

L 1こ駅・し’ある u

In 邑1 な音が 1，・（いたであろう 99 なの 1こ，次女 µj 叫ぶ広以外~ I’i1 9I月に残っていない n

余りの III来事に耳の回料が頃 9)、 W Iitに伯かなか tlた、t,I'fi {，、ト

ru消しくていたつも I）であったが、 III当なバニ・リク仏態で、'， aiし•.I• うである。

家族全員の阻事を憤庇したと同節に、足が」11こつきそレて i紅膚の閲覚が戻って 1し

（ 
感が正常に出くようになった，い軋倍応炉 1本栢屯 I•星息•9 ーに Q
また、 I司じ 19なj●9員の 9也鰈がきたら軍桟字員畑●でいる出 j員が熊,,.

もサ註ぷ父ェぃ
，む翌ふ⇒斗り人内生尉え唸塙 Iuヵ・・h'’99999$、)--'‘l

和"A>1• 囁，乞



辺力<,9上まらな Lヽ

孜 WII1と：北 lこ目を概いたくなる，I・ うな 19状が、 否919なしに目 1こ9ltひ込ん＂く..

マンション 9りの二隋娃てのお米 I";ん a99 / 3が無 199こしべ Lゃんこにはれ、 こ

,I、人が頭から」り］ £ i祇しながら家餃のりH肖斥＂ぃ l→・［いる．

閑 ilI: nで心 10 1f 99 0)氷が全 191，一c，-IU, 91'1こ人が 9沿る J・ L, 9用がわか O ―Cい

るが貼'"単 が II¥氷ない．

そ んな光景を見るほ 1こ汲が 111―r, 9心のく11で［頑 9iれ III c叫ぶ以外何 4ヽ できれ

L'ヽ l自分の情 IIな A が i9ろめたく感 じた U↑, 1, Iこ•

払の住んでい たマンション lJ, 111且i9!9 Aヽ 'a 9こが 3 隣埠てい件だ—j i9_ h、 91：む● IJ 

III 米なくな—,,、：炒偵頃するまで 1こ＼＇い I—ら U かなかった．
噴内和戌ー）：•\1― ,'91}＇1 hn 1d r1，iもメ〗 1ドい I·J

近くの＂ ～ I紺達てマンシ＂ン aI9 11, 1 191;9, l [II分＇つ 999、も;I • <• 
I, 2附 9|9分がつぷれ、 雨マンレ司ンと",1こ19翼坪牛 l●I女から 111火 I-、 2蘇 K1こ

P Iこって iりえ紐けていた、~

近くの iり上で、それ，てそ●の出漬，〇出出釦 I'態で 1一中がみ込み、呆然と 1-て迅え

憐るマノションを誂めている—一人 9D 女件が「!'納伯 '1ごっ K.d

暫＜ l,て、 99這場を 941t,J I，ている 大 淑 凸 ん d）閃一人， 1，'91＿さ拙凶 I9ーな -JIことの快
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